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に
努
め
る
な
ど

農
大
の
事
業
を
確
保
し
、
町
氏
名
位
の
夜
裂
に
こ

た
え
る
新
年
度
当
初
予
算
総
慨
は
九
千
五
百
川
十

六
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
訴
会
の
侠

僚
と
新
伊
度
予
慌
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

一
一
万
五
千
町
民
の
制
社
地
進
と
大
洗
町
の
発
反
へ

注
目
の
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
等
二
十
五
件
々
、

審
議
す
る
芳
三
同
定
例
町
議
会
は
去
る
三
月
二
十

七
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
綜
訴
し
、
三
十
九

日
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
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お
り
ま
す
の
で
、
少
身
保
険
税
が
上

ι一
利
用
度
の
高
い
喜
左
滋
絡
で
す
が
、
一
事
に
着
工
、
延
長
一
八

O
米
、
巾
三
・
六

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
亙
道
幅
は
極
め
て
せ
ま
く
オ
ー
ト
三
輪
車
工
事
費
七
一
一
一
万
五
千
円
〈
一
部
コ
ン
ク

療
が
多
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ー
が
返
る
の
に
や
っ
と
で
し
た
o

住
民
の
リ
l
ト
擁
壁
工
事
を
含
む
〉
で
一
一
一
月
末

け

れ

説

話

駐

日

包

j

謀

関

調

繍

対

錨

議

議

官

し

日

と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
o

」
修

μ
首

選

町

二

戸

灘

欝

川

配

当

『

り

ま

す

が

、

産

業

上

、

観

光

上

か

ら

豆

ト

械

は

許

諾

見

詰

改

抗

~

糠

蝦

時

臨

織

機

鵡

軒

並

連

時

計

臨

時

加

わ

お

い

一

日

告

口

紅

時

五

岡

山

桜

山

時

期

ヨ

胸

中

止

刊

に

説

明

日

詳

戸

時

お

ー

ー

議

機

機

械

守

意

見

付

一

日

討

議

射

器

廿

一

軒

町

時

堅

持

料

品

開

な
お
海
岸
の
防
災
工
事
刊
町
民
拓
配
し
て
一
般
会
計
よ
り
本
年
度
も
昨
年
旦
、
工
事

J
…

九

段

鱗

縦

三

一

守

二

日

一

%

倣

し

た

o

こ
一
つ
い
て
は
昨
秋
よ
り
数
回
に
わ
た
り
色
往
復
の
臨
時
に
列
車
を
運
転
す
る
こ
と

万
円
ば
か
り
減
っ
て
お
り

2並
立

山

山

車

詰

…

HUH-元是
認

議

繋

川

吊

帯

器

出

器

話

器

崎

市

出

品

問

一

昭

如

い

一

諮

問

問

諮

問

庄

市

抑

制

凶

器

量

サ

議

機

綴

畿

税

一

一

立

十

七

ど

ゴ

一

一

ょ

一

の

と

i
iれてい

る

詰

脱

出

切

な

け

れ

ば

な

ら

わ

一

議

詰

む

い

れ

ヨ

告

が

一

般

会

計

な

ら

び

に

特

別

会

L

較

べ

議

総

総

欝

寄

与

制

一

頻

気

l
カ
カ
ら
ぬ
工
夫

主

語

密

主

主

け

起

訴

は

辺

諸

河

川

l
m持
団

日

付

計

十

日

即

時

主

目

昌

弘

行

日

出

三

川

口

町

時

下

山

川

畑

昨

日

一

こ

れ

か

ら

の

衛

生

明

日

制

掛

け

誠

一

一

日

以

諮

問

時

由

民

鴻

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

訪

問

問

持

九

品

川

純

一

日

訪

日

畑

町

日

味

深

夜

恥

れ

わ

れ

腎

崎

市

市

川

、

一

言

立

長

軒

持

河

川

訓

告

γ
控
訴
師
団
時
一
対
策
を
強
化
し
¥
非
行
の
根
絶
と
町

l

E
、

指

先

険

金

書

道

旨

定

一

安

心

し

て

い

ら

れ

ま

す

o
し
か
し
病
気
検
け
を
加
え
た
の
で
す
が
、
病
気
と
い

詰

誤

H
M
m計
一

諸

国

っ

て

い

き

た

い

と

三

8
4校
舎

増

築

完

成

一

町

長

山

口

言

語

μ
与

し

ど

は

増

刊

誌

に

外
港
建
設
に
よ
る
基
盤
確
立
の
た
め
の
一
そ
れ
か
ら
本
年
度
か
ら
初
め
て
敬
老
主

1

4

，

.

可

(

，

d
・“

1
j

一
し
ょ
う
か
。
現
在
、
役
場
が
皆
厳
に
主
意
味
で
、
法
に
よ
っ
て
春
秋
一
一
同
の
大

講

建

は

本

年

も

ま

づ

計

上

話

持

政

什

詰

訴

は

言

語

語

取

口

付

踏

ま

訪

日

誌

駐

在

開

む

な

協

力

を

お

願

い

し

て

や

み

ま

哀

れ

川

目

的

立

U
A崎
市
川
川
Y
河

川

思

い

切

れ

け

一
一
比
一
一
一
向
日
嶋
一
一
比
一
口
一
品
触
れ
駐
日
一
口
山
い
い
と
考
え
予
算
を
計
上
し
ょ
施
さ
れ
て
来
ま
し
た

o

T

訟一

v

宅

一

一

川

は

え

撲

滅

運

動

一

ミ

を

た

た

く

音

と

か

、

手

拭

の

煩

か

む

係
の
超
短
波
、
な
ら
び
に
捲
上
機
購
入
一

:

f

i
上

が

一

般

会

計

で

あ

り

ま

す

一

昭

和

三

十

三

年

度

に

お

い

て

は

磯

小

企

イ

い

一

一

只

今

、

間

停

止

五

時

衛

生

涯

が

、

全

町

各

一

戸

一

り

な

ど

の

、

大

掃

除

風

景

が

見

ら

れ

な

只

今

か

ら

昭

和

三

十

四

年

度

の

予

算

編

一

に

と

も

な

う

助

成

金

、

農

業

関

係

の

広

一

六

本

年

度

か

ら

新

町

建

設

五

ヶ

年

計

一

に

普

通

教

室

二

室

、

職

員

室

一

室

、

笠

ゅ

一

の

便

所

に

薬

剤

撒

布

実

施

中

で

す

0
2
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
o
し
か
も
健
康
保

成
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
ど
ご
乱
浦
干
拓
量
的
負
担
金
、
土
地
改
良
妻
一
函
を
樹
立
し
今
後
起
き
る
幾
多
の
大
き
一
二

O
坪
の
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
一

J

ミ

一

れ

は

、

本

年

既

に

ご

度

目

で

す

が

、

子

一

険

の

診

療

調

査

か

ら

病

人

は

毎

月

々

々

明
申
し
上
げ
た
い
と
寄
じ
ま
す
ド
ま
ず
一
の
助
成
金
等
、
ま
た
肉
工
関
係
で
は
二
な
課
題
の
解
決
に
当
っ
て
い
く
所
存
で
一
ま
し
た
o
以
前
建
て
L

あ
っ
た
古
い
皇
、

j
)

茸
に
限
り
が
あ
り
、
屡
々
実
施
す
る
わ
一
増
え
る
一
方
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り

}
般
会
計
は
総
額
七
千
四
百
八
拾
五
万
一
こ
と
し
初
め
て
自
治
金
融
の
利
子
豆
あ
り
ま
す
O

特
別
会
計
と
し
ま
し
て
は
一
室
〈
職
員
室
〉
を
東
側
に
移
転
し
普
通
教
一

J
択

一

け

に

も

参

り

ま

せ

ん

。

一

し

て

き

た

。

ζ

れ
は
大
変
な
こ
と
で
す

臨時一一詰一昨昨日明諮問一一一一一一一昨昨日…一一一一一一二一…一一一一一叶

1
時
点

財
産
枚
入
に
お
い
て
約
百
万
円
ほ
ど
ふ
一
神
社
中
心
の
開
発
整
備
、
史
蹟
保
寄
全
よ
り
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
務
で
あ
り
ま
す
o

老

朽

校

舎

の

改

築

は

一

〉

…

利

一

は

え

の

媒

介

す

る

病

気

一

一

剣

町

正

え
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
寄
付
金
に
お
一
に
力
を
致
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。
一
全
く
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
一
各
学
校
か
ら
強
い
要
濯
が
あ
り
言
、
一
「
…

ω

一
本
町
で
は
毎
年
十
名
乃
至
一
一
十
名
の
伝
一
一
ま

F
N

一

い
て
二
百
万
円
、
町
僚
に
お
い
て
百
六
一
次
に
環
境
の
整
備
と
防
災
の
完
日
日
一
一

1
年
度

j
H
h刊
行

い

一

一

一

江

統

合

な

ど

今

艇

な

す

べ

き

仕

事

一

ご

一

染

病

患

者

が

発

生

し

て

い

ま

す

。

主

伽

↓

一

~
D一新
国

ι日
告
主
計
?
と
り
汁

i巳
ド

刊

行

三

一

一

腕

五

日

信

号

言

μ

一

一

説

問

診

療

・

官

公

立

は

も

ち

ろ

ん

ー

そ

の

他

の

有

ω
学
校
の
関
係
で
東
京
賢
官
字
を
見
ず
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
章
一

J
…

一

の

数

七

百

名

に

達

し

ま

す

し

か

し

こ

れ

F
j
j
M
i
l
l
jし

だ
出
国
民
健
康
保
険
法
の
全
日
州
院
は
茨
城
県
の
国
保
診
療
も
で
し
て
い
る
学
生
の
為
に
学
保
険
証
が
一
一
、
三
年
の
受
診
率
は
各
市
町
村
H
E
W
f
v
一

一

は

、

本

町

の

み

の

実

態

で

な

く

、

我

が

一

域

社

会

の

生

活

環

境

を

よ

く

し

て

、

は

~

お

)

品

目

当

時

で

す

山

口

関

誌

が

つ

翌

日

明

日

日

午

唱

団

れ

日

時

間

給

料

川

一

江

一

一

一

市

諮

問

川

住

民

主

刊

誌

持

ト

自

民

官

く

/
什
u
h
既

に

実

施

さ

れ

て

い

ま

叉

は

旅

行

先

で

の

急

車

言

語

り

ま

し

た

か

ら

該

当

さ

れ

る

方

法

戸

市

の

実

績

に

近

く

、

昭

和

三

十

四

川

一

一

一

7

川

f
k
す

が

広

範

な

改

正

で

あ

・

一

一

る

も

の

で

す

。

衛

生

器

が

発

達

し

て

一

こ

れ

が

た

め

に

は

一

人

の

力

で

は

駄

目

下

出

ヨ

民

主

国

保

改

正

訟

の

あ

ら

ま

し

一

一

一

問

時

制

明

百

一

一

三

日

…

一

一

J
N刊
誌

計

五

円

以

町

内

山

叫

す

る

点

が

あ

る

よ

う

で

す

が

、

国

保

正

が

凶

決

を

見

ま

し

た

。

そ

の

改

正

川

一

一

う

と

に

考

え

及

7
一
る
日
を
定
め
た
ら
儒
生
思
想
の

い

診

濯

で

皆

さ

ん

に

特

に

知

っ

て

い

県

内

ど

こ

の

醤

師

に

も

か

L
れ

る

税

警

は

次

の

と

お

り

で

す

o-
一

U
H
U
H一
一
一
一
お
ほ
閣
は
刊
川
崎
日
計
開

h
M
γ
一
一
一
一
品
川
市
川

民

し

点

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

1
、

所

得

割

額

日

民

税

所

得

額

剖

の

四

一

一

Vω
医
師
、
歯
科
医
師
が
国
民
健
康
病
院
等
に
て
診
療
や
r
」

受

け

る

場

合

は

へ

連

絡

し

て

此

の

型

ほ

か

」

活

用

し

て

百

分

の

百

八

拾

の

額

ケ

一

一

ょ

う

か

。

》
保
険
医
と
し
て
県
単
位
の
登
録
制
と
大
洗
町
の
被
保
険
者
証
で
直
接
半
額
下
さ
い
。

2
、
資
産
割
額
同
定
資
産
税
加
の
百
別

i

札
一

伽
な
っ
た
の
で
県
内
の
医
師
歯
科
医
師
支
払
で
済
む
川
合
が
多
く
な
り
ま
し
ニ
、
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
分
の
一
ニ
拾
の
一
額

A

一

叫

…

~
は
全
員
国
民
健
康
保
険
医
と
な
り
国
た
か
ら
、
必
ず
被
保
険
す
託
は
的
行
実
砲
芳
一
年
の
国
保
診
療
設
笑
組
は

3
、
均
等
割
額
一
人
当
り
一
一
六
O
円

『

一

四

一

』
保
診
療
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
し
て
下
さ
い
。
但
し
伏
校
以
の
指
定
被
保
山
内
者
の
民
三
ん
の
活
溌
な
利
用

4
、
平
等
割
額
一
世
俗
当
り
五
一
二
U

炉

、

叩

一

一T

か
ら
は
県
内
全
部
の
医
者
に
国
保
診
受
持
さ
れ
て
い
な
い
州
院
の
均
台
は
に
よ
り
当
初
ハ
予
砲
を
は
る
か
に
上
円
、
平
均
し
で
前
年
度
保
険
税
の
川
一
一
一

恥
擦
が
受
け
ら
れ
ま

f
o
尚
県
外
の
病
従
来
の
よ
う
な
療
従
投
払
山
乃
i

、J
し
，
魁
リ
、
他
の
ぷ
経
費
の
大
削
減
と
国
約
六
割
拾
で
j
り

ま

す

。
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